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令和６年度英語力向上に係る外部試験（４技能型英検ＩＢＡ）の結果について 
令和６年１２月１７日 

小中学校課  
 
令和６年６月１０日（月）から令和６年７月２６日（金）までの間に、中学校３年生（義務教育学校９年生）を

対象として実施した外部試験（４技能型英検ＩＢＡ）の結果について、以下のとおり報告します。 

１ 受験実績  
（１）受験校数  ５７校 / ５７校 （公立中学校・義務教育学校） 
（２）受験者数  中学校３年生・義務教育学校９年生 
         ・リーディング・リスニング  ４，００２名  
        ・ライティング・スピーキング ４，０１０名 

           ※「リーディング・リスニング」と、「ライティング・スピーキング」の２種類のテストをそれぞ
れ実施しているため、テストによって受験者数が異なる。 

（３）受験期間  令和６年６月１０日（月）から令和６年７月２６日（金）までの期間で、学校が任意の日を設定 
 
２ 受験結果概要            

（  ）内は、令和５年度の中学校３年生の値 

技能 問題内容 正答率(%) 
平均ＣＳＥスコア 

矢印はR5との比較 

英検３級基準 

ＣＳＥスコア 

英検３級レベル 

以上割合(%) 
概要（人数分布及び課題等） 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

語句の空所補充 51.4(55.2) 

365.6 
(368.4) 

３７９ 

５１ 
（４７） 

・多くの生徒が４級レベル後半の力を身に付け
ており、人数分布の傾向は昨年度と大きく変
わらない。 

・「会話文の空所補充」の正答率が昨年度よりも
向上している。昨年度に引き続き、「長文読
解」に課題がある。 

会話文の空所補充 60.5(54.7) 

長文読解 39.8(42.6) 

リ
ス
ニ
ン
グ 

会話の応答 55.7(53.8) 
367.5 
(355.2) 

３４９ 

・多くの生徒が３級レベルの力を身に付けてい
る。昨年度よりも４級レベルの生徒の割合が減
少し、３級レベルの割合が増えている。 

・昨年度課題が見られた「パッセージの内容理解」
の問題の正答率が向上している。 

パッセージ（※） 

の内容理解 
51.2(45.6) 

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ 

内容 61.4(59.5) 

364.1 
(345.2) 

３７５ 

５４ 
(５５) 

・多くの生徒が３級レベルの力を身に付けてい 
る。 

・平均正答率は「内容」が最も高く、「文法」が最
も低い。質問に対して適切な内容を書くことが
できず０点となった生徒の割合が７％であり、
昨年度（１３％）から６％減少した。 

構成 60.1(57.9) 

語い 
57.7 
55.7(57.3) 

文法 55.8(55.2) 

ス
ピ
ー
キ
ン
グ 

自分についてのQ&A 61.6(72.6) 

353.2 
(349.4) 

３５３ 

・多くの生徒が３級レベルの力を身に付けてい
る。 

・「自分についてやり取りをする」問題の正答率
が最も高い。昨年度に引き続き、初見の英文を
音読することに課題がある。 

音読 43.8(44.1) 

英文についてのQ＆A 52.4(46.4) 

イラストの描写 48.5(46.4) 

  ※パッセージ：英検ＩＢＡの試験問題においては、１人の話者による２、３文程度の説明文のこと。 

〇中学校３年生（義務教育学校９年生）（以下「中学校３年生」）を対象として実施した外部試験（４技能型英検ＩＢＡ）にお

いて、５０％以上の生徒が英検３級（※１）レベルに達している。技能別では、リスニング及びスピーキングの平均ＣＳＥ

スコア（※２）は英検３級レベルを上回り、リーディング及びライティングでは英検３級レベルに近い数値となっている。 

〇本年度の中学校３年生の各技能の平均ＣＳＥスコアは、リスニング、ライティング、スピーキングにおいて、昨年度の中学

校３年生の平均ＣＳＥスコアを上回った。特にライティングについては１９ポイントと大きく上回った。 

〇昨年度２年生時の各技能の平均ＣＳＥスコアと比較すると、リーディングは１８ポイント、リスニングについては４０ポイ

ント上昇するなど、伸びが見られる。（※３）特にリスニングにおいて大幅に力を伸ばしている。 
※１ 英検３級：国が示す中学卒業段階での英語力の指標（CEFR A1）の例として示される外部試験資格の１つ 

   国の第４期教育振興基本計画では、生徒の英語力について、中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当（英検３級程度）以上を達成した生

徒の割合を令和９年度までに６割以上にすることを目標とするとともに、全ての都道府県・政令指定都市において、同指標を達成した

生徒の割合を５割以上にすることを目指すことが示されている。 

  （参考）国の英語教育実施状況調査における同指標を達成した鳥取県の中学校３年生の生徒の割合 

      令和４年度：３４．６％  令和５年度：５１．０％ 

※２ ＣＳＥスコア（Common Scale for English ）：英検協会によって作成された、英語力を示す尺度（詳細は次頁参照） 

※３ 中学２年生で実施する２技能型英検ＩＢＡでは、ライティング・スピーキングテストは実施しないため、経年での伸びを見ることがで

きるのはリーディング・リスニングのみ。 
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３ 令和６年度中学校３年生の昨年度からの英語力の伸び（ＣＳＥスコアの比較） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＜参考：ＣＳＥスコア（Common Scale for English ）について＞ 

・技能（リーディング、リスニング、ライティング、スピーキング）ごとの英語力を把握することが可能。また、継続 
的に活用することで、技能ごとの英語力の伸長度を把握することが可能。 
（ＣＳＥスコアによる、英検合格レベル判定基準） 

 準１級 ２級 準２級 ３級 ４級 ５級 

４技能総合 ２３０４ １９８０ １７２８ １４５６  

リーディング ５９８ ５１１ ４４８ ３７９ ３３０ ２３６ 

リスニング ６０３ ５０３ ４３０ ３４９ ２９２ １８３ 

ライティング ５９１ ５０６ ４４４ ３７５  

スピーキング ５１２ ４６０ ４０６ ３５３ 

 
４ 分析及び今後の方向性 
【分析】 
（１）昨年度の中学校３年生と比較すると、リスニング、ライティング、スピーキングの平均ＣＳＥスコアが昨年度を上回っ

た。特にライティングについては、大きく上回るとともに、無得点の生徒の割合が昨年度（１３％）から６％減少した。
各学校で本試験の結果を分析し、「書くこと」の指導の改善が図られたと考えられる。 

（２）中学校３年生のリーディング、リスニングの平均ＣＳＥスコアは、中学校２年生時（R5）と比較して、いずれも順調に
伸びている。特にリスニングの伸びが大きかったことから、「使いながら英語を身に付けられる授業づくり」が浸透しつ
つあり、教師が英語で授業を行ったり、教師と生徒、生徒同士の英語でやり取りを行ったりする場面が増えたことで、
生徒が英語を聞くことに慣れ、リスニング力を伸ばすことにつながったと考えられる。 

（３） 昨年度に引き続き、リーディングの長文読解とスピーキングの音読の正答率が低い。英語で自分の気持ちや考えを伝え
合う「話すこと」や「書くこと」の指導改善が進む一方で、「読むこと」については、一語一語や一文一文の理解や内容
の正誤の確認にとどまる等、目的や場面、状況等に応じた読み方を身に付けられる指導が十分になされていないことが
考えられる。 

【今後の方向性】 
（１）必要な情報や概要、要点を把握する読み方を身に付ける「読むこと」の言語活動を充実させる必要がある。また、音読

に課題があることから、発音と綴りの関係性についての指導や、デジタル教科書等を活用した音読練習等、文字を音声
化する基礎的な技能を身に付けさせるための指導についても充実を図る必要がある。 

（２）生徒の英語力について、英検ＩＢＡの結果を基に、経年での伸びや過年度との比較等で把握できる「英検ＩＢＡ結果シー
ト」を本年度、学校用、生徒用それぞれ作成し、令和６年１１月２１日開催の結果分析説明会で周知を図った。各学校で、
本シートを活用して教科会等で生徒の英語力について分析、検討し、学校全体で指導改善を図るとともに、生徒が自分自身
の伸びや課題を把握し、自己の学習改善に生かす取組が推進されるよう、引き続き周知を図る。 

（３）本試験結果から各学校の生徒の英語力を技能別で把握、分析し、学校訪問や授業研究等で指導助言を行うことで、各学校
の実態に応じて指導改善を支援する。 

 
※参考（鳥取県における外部試験（４技能型英検ＩＢＡ）導入の経緯） 
  鳥取県では、生徒の英語学習への意欲向上と、各学校での授業改善の推進を目的として、客観的指標で生徒の英語力を把握す
ることができる外部試験の受験機会を創出することとし、令和元年度から、リーディングとリスニングの英語力を測る２技能
型英検ＩＢＡを、県内全公立中学校２年生（義務教育学校８年生）（以下「中学校２年生」）を対象に実施してきた。併せて、各
市町（学校組合）教育委員会では域内の結果、県教育委員会では県全体の結果を把握・分析し、学校での授業改善の支援等を行
ってきた。 
しかし、中学校２年生のみの単学年での実施では、生徒の英語力の伸びを経年で把握することができず、また、２技能型ＩＢ

Ａでは、他の２技能（ライティング、スピーキング）の能力を測定することができなかった。３年間を通して、英語４技能をバ
ランスよく育成することを目指し、令和５年度から、２技能型英検ＩＢＡの対象を中学校１年生（義務教育学校７年生）に拡大
するとともに、４技能型英検ＩＢＡを中学校３年生で実施することで、中学校３年間の技能別での英語力と、その伸びを測る
ことができるようにした。 
令和６年度は本事業実施２年目であり、リーディング、リスニングについては、中学校２年生と中学校３年生における前年

度からの１年間の伸びを把握することが可能になった。 

348

366

300

320

340

360

380

２年生（R5） ３年生（R6）

リーディング リスニング 

＋18 
＋40 

リーディング、リスニングいずれの技
能とも着実にスコアが伸びており、特
にリスニングの伸びが顕著である。 
※中学校２年生で受験する２技能型ＩＢ

Ａではライティング・スピーキングテス

トを実施しないため、経年での伸びを見

ることができるのはリーディング・リス

ニングのみ。 
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鳥取県幼児教育振興プログラムの改訂に係るパブリックコメントの実施について 

令和６年１２月１７日 

小中学校課 

「鳥取県幼児教育振興プログラム」は、本県の今後の幼児教育の方向性とともに、県・県教育委員会、市町村・設

置者、幼稚園・認定こども園・保育所等、小学校等が果たす役割、具体的な取組を示すものとして、平成１６年５月

に策定したものです。現行プログラムの運用から５年以上経過する中で、子どもを取り巻く環境の変化や様々な課

題が見えてきたことから、本県の幼児教育をより充実したものにするため、プログラムの改訂を行うこととしまし

た。（策定状況…策定：H16年5月、改訂：H25年3月、R1年11月） 

 このたび、第４次鳥取県幼児教育振興プログラム案（概要）を示し、県民の皆様からの意見を参考にプログラムの

改訂を行うことを目的に、パブリックコメントを実施しますので、報告します。 

 

１ プログラム策定の背景 

・インターネットの急速な普及等による子どもたちの外遊びや直接体験の機会の減少、コロナ禍の影響による家庭

や地域・保育現場等における様々な活動の制限、少子・高齢化、価値観の多様化などによる家庭や地域社会の教育

力の低下や人間関係の希薄化、保育現場での人材不足等、子どもを取り巻く環境の変化や様々な課題が見えてき

た。 

・国において「幼保小の架け橋プログラム」を推進しており、５歳児から小学校１年生の２年間を生涯にわたる学び

や生活の基盤をつくる重要な「架け橋期」と位置付け、０歳から１８歳までの学びの連続性に配慮しつつ、架け橋

期の教育の充実を図り、教育の内容や方法を工夫することが求められている。 

⇒こうした社会の変化や課題を踏まえ、本県がめざす子どもの姿である「遊びきる子ども」を育む幼児教育の充   

実、幼保小連携・接続等の取組を一層推進していく。 

 

２ プログラム案の概要 

（１）実施期間 令和７年度から令和１１年度まで（おおむね５年間） 

（２）改訂のポイント 

・現行プログラムを基本としつつ、幼児教育を取り巻く環境の変化や本県における現状や課題、国の動きなどを

踏まえながら今後の幼児教育を更に推進していくため、必要な見直しを行う。 

・国において「幼保小の架け橋プログラム」を推進していることを踏まえ、推進の柱３「小学校教育との連携・

接続推進」について、０歳から１８歳までの学びの連続性に配慮した架け橋期の教育の充実に向けた取組の一

層の推進を図る。 

（３）めざす子どもの姿 「遊びきる子ども」 

「遊びきる」とは、一人一人が、試行錯誤したり、挑戦したりする中で、自己発揮

をし、様々な葛藤体験を乗り越えながら友達と関わって十分に遊びこみ、満足感や

達成感を味わうことができている状態であると捉える。鳥取県の園においては、友

達との集団生活を通して、「遊びきる子ども」を育てていくことをめざしている。 

（４）取組の方向性（５つの推進の柱） 

現行プログラムを基本としつつ、幼児教育を取り巻く環境の変化や本県における 

現状や課題、国の動きなどを踏まえながら今後の幼児教育を更に推進していくため、必要な見直しを行う。 

柱１：幼児教育の質の向上       柱２：保育者の資質・能力の向上   

柱３：小学校教育との連携・接続推進  柱４：子育て・親育ち支援の充実   

柱５：地域とともにある幼児教育の推進 

 

３ パブリックコメントの実施について 

 （１）実施期間 令和６年１２月２３日（月）から令和７年１月１５日（水）まで 

（２）実施内容 第４次鳥取県幼児教育振興プログラム 遊びきる子ども（案）［概要版］について 

 

４ 今後の予定 

 ・令和６年１２月～令和７年１月 パブリックコメントの実施 

 ・令和７年 ２月        常任委員会（パブリックコメント結果報告） 

 ・令和７年 ３月        第４次プログラムの策定 
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［趣旨］幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針、鳥取県教育振興基本計画を踏 

え、本県の幼児教育の方向性を示すとともに、市町村・設置者、幼稚園・認定こども園・保育所・小学校等 

が果たす役割や具体的な取組等を示したプログラムです。 

［期間］令和７年度から令和１１年度まで 

［めざす子どもの姿］  
 

 

 

 

 

［取組の方向性］ 

推進の柱 基本方針 

１ 幼児教育の質の向上 

（１）幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、
保育所保育指針に沿った幼児教育の展開 

（２）幼児教育における環境の充実 
（３）特別な配慮を必要とする子どもへの教育の推進 

２ 保育者の資質・能力の向上 
（１）研修体制の整備 
（２）研修内容の充実 

３ 小学校教育との連携・接続推進 
（１）連携の体制づくり 
（２）架け橋期の教育の充実 

４ 子育て・親育ち支援の充実 
（１）「親と子の育ちの場」の充実 
（２）子育て・家庭教育支援体制の充実  
（３）地域における園のセンター的機能の整備 

５ 地域とともにある幼児教育の推進 
（１）幼児教育・保育施設と関係機関の連携・協働 
（２）地域とともにある園づくりの推進 

 
 
・県教育委員会事務局小中学校課のウェブページからダウンロードできるほか、県庁県民課、各総合事務 

 所県民福祉局、日野振興センター日野振興局、東部・八頭庁舎、県立図書館および各市町村役場でも閲 

覧できます。 

◆ウェブページのアドレス：https://www.pref.tottori.lg.jp/item/1374314.htm#itemid1374314 

・郵送をご希望される方は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 
 
 

・電子メール、県の電子申請サービスによる応募フォーム、

郵送又はファクシミリでお寄せいただくか、意見箱への応

募（上記の県機関）、市町村窓口のいずれでも応募できます。 

・提出される様式は自由ですが、このチラシ（裏面）もご利

用になれます。 

 
 

・いただいたご意見への対応については、後日、とりまとめ

てウェブページ等で公表します。 

 

 
 
 
 

 

鳥取県教育委員会事務局小中学校課 鳥取県幼児教育センター 

郵送：〒680-8570 （所在地の記載は不要です） 

電    話：0857-26-7915 

ファクシミリ：0857-26-8170 

電 子メール：shouchuugakkou@pref.tottori.lg.jp

⇦ 幼児教育のマスコットキャラクター

「あそびきるん」と「あそびっきい」 

鳥取県では、平成１６年５月に「鳥取県幼児教育振興プログラム」を策定し、平成２５年３月の改訂時には、鳥

取県のめざす子どもの姿を「遊びきる子ども」とし、おおむね５年毎に改訂しながら、本県の幼児教育の推進に

取り組んでいます。（【策定状況】改訂：平成２５年３月、令和元年１１月） 

このたび、幼児教育を取り巻く環境の変化や本県における現状や課題、国の動きなどを踏まえながら、「第４次

鳥取県幼児教育振興プログラム（令和７～１１年度）」の策定を行いますので、プログラム案に対するご意見をお

寄せください。 

応募期限 令和７年１月１５日（水）必着 

第４次鳥取県幼児教育振興プログラム（案）について 
皆様のご意見をお寄せください 

第４次鳥取県幼児教育振興プログラム（案）の概要  

「遊びきる」とは、一人一人が、試行錯誤したり、挑戦したりする中で、自己発揮
をし、様々な葛藤体験を乗り越えながら友達と関わって十分に遊びこみ、満足感や
達成感を味わうことができている状態であると捉えます。鳥取県の園においては、
友達との集団生活を通して、「遊びきる子ども」を育てていくことをめざします。 

遊びきる子ども 

＜応募方法＞ 

＜第４次鳥取県幼児教育振興プログラム（案）［概要版］の閲覧方法＞ 

＜結果の公表＞ 

＜応募・問合せ先＞ 

別紙１ 
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鳥取県教育委員会事務局小中学校課 行 （FAX 番号：０８５７－２６－８１７０） 

※ファクシミリで応募される場合は、このまま鳥取県教育委員会事務局小中学校課まで 

※電子メールの場合は、小中学校課宛（shouchuugakkou@pref.tottori.lg.jp）にお送りください。 

応募期限 令和７年１月１５日（水）必着 

                     ※項目が複数ある場合は、適宜紙を追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見ありがとうございました。 

 

差し支えなければ、下記にもご記入ください。 

お住まいの市町村 鳥取県     市・郡       町・村（以下、不要） 

年 代 
□１０歳代  □２０歳代  □３０歳代  □４０歳代 

□５０歳代  □６０歳代  □７０歳代  □８０歳代以上 

性 別 □男性    □女性  （□男性・女性を選択しない） 

 
 

ご意見記載欄 

第４次鳥取県幼児教育振興プログラム(案)に対する意見応募用紙 
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学びの基礎づくり 豊かな人間性の醸成 

第４次鳥取県幼児教育振興プログラム（案） 

健康な体づくり 

鳥取県教育振興基本計画（令和６年度～１０年度） 
～未来を拓く教育プラン～ 

自立して心豊かに 幸せな未来を創造する 

ふるさととっとりの人づくり 

推進の柱 

 

５ 地域とともにある幼児教育の推進 

４ 子育て・親育ち支援の充実 

３ 小学校教育との連携・接続推進 

２ 保育者の資質・能力の向上 

（１）幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・ 
保育要領、保育所保育指針に沿った幼児教育の展開 

（２）幼児教育における環境の充実 
（３）特別支援教育の推進 

（１）幼児教育・保育施設と関係組織の連携・協働 
（２）地域とともにある園づくりの推進 

（１）連携の体制づくり 
（２）架け橋期の教育の充実 

（１）研修体制の整備 
（２）研修内容の充実 

（１）「親と子の育ちの場」の充実 
（２）子育て・家庭教育支援体制の充実  
（３）地域におけるセンター的機能の整備 

鳥取県の特徴  
・年度当初待機児童数ゼロ、小児医療費の完全無償化等、子育て環境が整いつつある。 

・一時預かりや病児・病後児保育等の保育環境の充実が求められる。 

・見守りや相談、仲間づくり等、地域での子育て支援のニーズが高まっている。 

 

・少子・高齢化の進行や個人それぞれの価値観、
ライフスタイルの多用化を背景にした地域コ
ミュニティーの弱体化 

背 景 

・「こどもまんなか社会」の実現に
向けた「こども家庭庁」の発足 
・「こども基本法」の施行 

・子どもが自然の中で体験活
動をする機会の減少 

乳幼児 

小学生 

保護者 

地域・社会 

教職員等 

・AI 等、技術革新のさらなる進展 
・インターネットの急速な普及 

・幼保小の架け橋期（５歳児から小学
校１年生の２年間）の教育の充実 

・ICT 機器使用の低年齢化 

≪「遊びきる子ども」を育むための取組≫ 

＜鳥取県教育振興基本計画＞２（６）幼児教育の充実 
鳥取県幼児教育センター、市町村、園・小学校の連携・協力による発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の推進 

めざす子どもの姿 遊びきる子ども 

基本理念 

第４次鳥取県幼児教育振興プログラム（案）の全体像 

１ 幼児教育の質の向上 

 

基本方針 

 

鳥取県では、鳥取県に誇り
と愛着を持ち、自分らしい
生き方を実現するととも
に、様々な場面でふるさと
鳥取を支えていくことがで
きる人材を育成する「ふる
さとキャリア教育」をすべ
ての教育施策の基軸として
推進します。 

・保育現場の人材不足 
・保育人材の養成、確保及び定着 
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【第4次鳥取県幼児教育振興プログラム推進の柱】 

  

 

基本方針（１）幼稚園教育要領、幼保連携型認定

こども園教育・保育要領、保育所

保育指針に沿った幼児教育の展開 

目標① 幼稚園教育要領、幼保連携型認定こど 

も園教育・保育要領、保育所保育指針 

の内容の理解と実践 

 目標② 教育・保育内容の充実 

目標③ 自己評価を中心とした学校評価・園評 

価の活用・推進 

基本方針（２）幼児教育における環境の充実 

 目標① 幼児教育における環境の整備・改善 

基本方針（３）特別な配慮を必要とする子ども 

への教育の推進 

 目標① 支援体制の整備・充実 

 目標② 個別の教育支援計画等の作成・活用及 

び関係機関との連携・協働 

基本方針（１）研修体制の整備 

 目標① 体系的な研修計画の整備・充実 

 目標② 組織的・計画的な研修の推進 

基本方針（２）研修内容の充実 

 

 目標②  地域における学び合いの場づくり 

基本方針（１）連携の体制づくり 

目標① 持続可能な連携の体制づくり～組織を 

つなぐ～ 

 目標② 連携・交流の推進 ～人をつなぐ～ 

基本方針（２）架け橋期の教育の充実 

 目標① 架け橋期のカリキュラムへの発展 

～教育をつなぐ～ 

 

基本方針（１）幼児教育・保育施設と関係機関 

の連携・協働 

 目標① 連携体制の構築 

 目標② 市町村における幼児教育の充実に 

向けた政策プログラムの策定・改訂 

目標③ 多様な幼児教育・保育施設の連携推進 

 目標① 地域資源の積極的な活用 

 目標② 子どもをともに育む地域づくり 

１ 幼児教育の質の向上 

５ 地域とともにある幼児教育の推進 

２ 保育者の資質・能力の向上 

３ 小学校教育との連携・接続推進 

基本方針（１）「親と子の育ちの場」の充実 

 目標① 多様な場を活用した交流機会の提供 

目標② 保護者の育ちを応援する学びの機会 

の充実 

 目標③ 親と子の生活習慣づくりの支援 

基本方針（２）子育て・家庭教育支援体制の充実  

 目標① 関係機関と連携した子育て・家庭教育 

支援体制の充実 

 目標② 家庭や地域における子育て・家庭教育 

支援体制の充実 

基本方針（３）地域における園のセンター的機能 

の整備  

 目標① 幼稚園・認定こども園・保育所等にお 

けるセンター的機能の充実 

４ 子育て・親育ち支援の充実 

 

本県がめざす子どもの姿「遊びきる子ども」の育成に向けて、以下の５つの推進の柱に基づき、基本方

針と目標を設定しています。鳥取県・鳥取県教育委員会と県内全ての幼稚園・認定こども園・保育所等、

市町村及び設置者、小学校等の具体的な取組等の指針を示しています。 

 

 「遊びきる子ども｣の
育成 
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第４次鳥取県幼児教育振興プログラム 遊びきる子ども（案）［概要版］ 

～遊びを通した育ちと学びを未来へつなぐ～ 

県教育委員会では、平成１６年５月に「鳥取県幼児教育振興プログラム」を策定、平成２５年３月には鳥取県のめざ

す子どもの姿を「遊びきる子ども」とし、令和元年１１月に策定した現行の「鳥取県幼児教育振興プログラム」により、

幼児教育の充実に向け取組を推進してきました。このプログラムは、今後の本県の幼児教育の方向性とともに、県・県

教育委員会、市町村・設置者、幼稚園・認定こども園・保育所・小学校等が果たす役割、具体的な取組等を示すもので

す。 

現行プログラムの運用から５年以上経過する中で、子どもを取り巻く環境の変化や様々な課題が見えてきたことから

幼保小連携・接続等の取組を一層推進し、本県の幼児教育をより充実したものにするため、プログラムを改訂すること

としました。 
 

１ 改訂の趣旨 
・増加する自然災害や世界的な感染症等のリスクへの対応、少子・高齢化やグローバル化、ＡＩ等の技術革新のさ

らなる進展等、社会の変化が急激に進む中、これからの社会に生きる子ども達はこれまで以上に力強く生きてい

く力が求められ、幼児期からの質の高い教育を提供することの重要性が高まっています。 

・令和４年３月３１日に文部科学省から幼保小の架け橋期（５歳児から小学校１年生の２年間）の教育の充実を図

り、全ての子どもの学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」が

示され、架け橋期のカリキュラム（＊）の検討・開発に向けた取組を推進することが示されました。 

・また、こども基本法の施行（令和５年４月）、鳥取県教育振興基本計画の改定（令和６年３月）など様々な状況

を踏まえ、子ども一人一人の多様な個性や能力をとらえながら健やかな成長を支え、小学校等への円滑な接続を

推進することが一層重要となっています。このようなことを踏まえ、本県のめざす子どもの姿「遊びきる子ども」

の育成をめざすため改訂することとしました。 

＊ 架け橋期のカリキュラムとは 

幼保小が相互理解を深めるために、幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校１年生 

のカリキュラムを一体的に捉え、幼保小が協働して作成するものです。 
 
２ 鳥取県の現状と課題 

子どもの育ち

の変化 

多様な人と触れ合う機会の減少等から、子どもたちのコミュニケーションの苦手さ、運動能

力の低下、生活習慣の乱れ等、子どもの育ちの変化が課題となっており、幼児教育の質の向

上、保育者の資質・能力の向上及び園での育ちを小学校等へ引き継ぐことがさらに重要とな

っています。 
 

家庭教育の 

難しさ 

社会が急激に変化する中、核家族化、少子・高齢化、価値観の多様化、ライフスタイルや就

業状況の変化などにより、子育て・親育ちを支える人間関係が弱まり、家庭教育が困難にな

っている状況があります。また、子育てへの不安や孤立感があるなど、保護者同士の関係づ

くりも難しくなっています。一時預かりや病児・病後児保育などを含めた保育環境の充実、

園や地域での子育て支援が重要となっています。 
 

子どもを 

取り巻く環境

の変化 

インターネットの急速な普及等子どもを取り巻く環境の変化に伴い、子どもが自然の中で

体験活動をする機会が減少しています。子どもたちが心豊かにたくましく成長し、「生きる

力」を育むためには、子どもの頃から、地域の豊かな自然や文化・伝統との触れ合い等、地

域資源を活用した体験活動の充実や自然体験を行うことが重要です。 

 

保育者を 

取り巻く現状 

子どもや保護者に寄り添い、関わる姿があると共に、県がめざす「遊びきる子ども」を育む

ことを意識した実践を進める保育者が増えています。一方、保育現場での人材不足が大きな

課題となっており、保育人材の養成、確保及び定着が求められています。 

 

 

 

 

このような現状と課題を踏まえ、５つの推進の柱 

「幼児教育の質の向上」「保育者の資質・能力の向上」「小学校教育との連携・接続推進」 

「子育て・親育ち支援の充実」「地域とともにある幼児教育の推進」に取り組むことを通して、 

鳥取県のめざす子どもの姿「遊びきる子ども」を育みます。 
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３ めざす子どもの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びの基礎づくり 豊かな人間性の醸成 健康な体づくり 

遊 び き る 子 ど も   

「遊びきる」とは、一人一人が、試行錯誤したり、挑戦したりする中で、自己発揮をし、様々な葛藤体験を乗

り越えながら友達と関わって十分に遊びこみ、満足感や達成感を味わうことができている状態であると捉えま

す。鳥取県の園においては、友達との集団生活を通して、「遊びきる子ども」を育てていくことをめざします。 

遊びの楽しさは、子どもが遊びたいという意欲から、自ら遊びだ
すことで始まります。自発的な活動としての遊びが充実し、遊びに
集中する中で、保育者や友達に自分の思いを伝えたり、考えを表現
したりしながら遊びこむことで、遊びの楽しさやおもしろさが深ま
ったり広がったりしていきます。十分に遊びこむことが遊びきるこ
とにつながり、遊びきることで心地よい満足感や達成感を味わって
いきます。 
この満足感や達成感といった自己充実感が自信となり、新たな遊
びのイメージや見通し、エネルギーを生み出すことにつながりま
す。このような遊びの繰り返しが、非認知能力等、義務教育以降の
学びの土台となる力を育むこととなります。 

 遊びは、乳幼児期にふさわ
しい活動の在り方であり、遊
びを通して、たくさんの学び
が生まれます。そのため、保
育者は、子どもの自発的な活
動である遊びを十分に確保
することが大切です。そし
て、遊びの中で、子どもが身
近な環境に主体的に関わり、
環境との関わり方や意味に
気付き、これらを取り込もう
として、試行錯誤したり、考
えたりするようになる幼児
期の教育における見方・考え
方を生かし、子どもと共によ
りよい教育環境を創造する
よう努めていきます。 

砂の色の違いや性質に

気付き、試したり、工夫し
たりする。 

砂を運んだり、全身を使って掘
ったりすることを繰り返し、進ん
で体を動かす楽しさを味わう。 

団子の数を数えたり、大きさを比
べたりして、数量や図形などに興味

をもつ。 

砂を触ったり、落としたり、
固めたり、並べたりする中で、
遊びのイメージを広げる。 

遊びに使った道具の片付け

をすることで、きまりを守る
気持ちよさを感じる。 

共通の目的

に向かって、友
達と協力して
取り組む楽し

さを味わう。 

 幼稚園教育要領等に示されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、
到達目標ではなく、育ちの方向性を示すものであり、保育者が指導を行う際に留意
するものであると同時に、小学校等の教職員にとっても児童が主体的に自己を発揮
しながら学びに向かうようにするための教育活動の手がかりとなります。 

幼児期に遊びを通して身

に付けた力は、小学校以降

の創造的な思考や主体的な

生活等の基礎となっていま

す。小学校等においては、

学びをゼロからスタートす

るのではなく、その力を生

かしながら教科等の学びに

つなぎ、子どもの資質・能

力を伸ばしていきます。 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 
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４「遊びきる子ども」の育成に向けた５つの推進の柱と基本方針・目標 

柱１ 幼児教育の質の向上 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（１）幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指

針に沿った幼児教育の展開 

目標① 幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針の内容の理解と実践 
鳥取県幼児教育推進研究協議会等研修会の開催、担当指導主事・幼児教育支援員・幼児教育アドバイザ

ー・保育専門員による園内研修の支援等の取組を通して、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・

保育要領、保育所保育指針の趣旨や内容の理解を図り、子ども一人一人の発達の特性に応じた教育・保育の

推進をめざします。 

目標② 教育・保育内容の充実 
乳幼児期にふさわしい生活や遊びを通して「遊びきる子ども」を育てるために、グランドデザイン(＊)、

全体的な計画、指導計画等の作成・編成、活用等、カリキュラム・マネジメント(組織的かつ計画的に 各園

の教育活動の質の向上を図ること)の確立のための支援、園内の研修体制づくり等に取り組み、教育・保育内

容の充実を図ります。 

目標③ 自己評価を中心とした学校評価・園評価の活用・推進 
幼児教育の質の向上のために、ＰＤＣＡサイクルに基づいた積極的な学校評価・園評価の実施、評価の結

果に基づいた全体的な計画及び指導計画等の見直し・改善等に取り組み、実践を常に振り返り、教育・保育

の充実・改善につながる評価の実施を推進します。 

質の高い幼児教育が大切です 

＊ グランドデザインとは 

各園が教育目標に対する教育方針やその特

色等、園経営の理念や、その全体構想を家庭や

地域と共有するために作成するものです。 

幼児教育において育みたい資質・能力が育

まれた具体的な姿が、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」であり、これを念頭に置

きながら、幼児を理解し、また教育課程の編

成や指導計画の作成をしていきます。ＰＬＡ

Ｎ（計画）、ＤＯ（実践）、ＣＨＥＣＫ（評価）、

ＡＣＴＩＯＮ（改善）といったＰＤＣＡサイ

クルの好循環を通して、組織的かつ計画的に 

各園の教育活動の質の向上を図ります。 

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な役割を担っています。その役割を十分に果たしていく

ために、市町村・設置者、幼稚園・認定こども園・保育所等並びに小学校等と連携しながら、更なる幼児教育の質の

向上を図り、「遊びきる子ども」の育成をめざします。 
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基本方針（２）幼児教育における環境の充実 

目標① 幼児教育における環境の整備・改善 
  幼稚園・認定こども園・保育所等が、子どもの発達を促すための充実した場となるよう、鳥取県保育士・
保育所支援センターを中心とした保育人材確保のための取組の実施、保育者等や保護者の負担軽減につなが

るＩＣＴの活用の支援等に取り組み、幼児教育における環境の整備・改善に努めます。  

基本方針（３）特別な配慮を必要とする子どもへの教育の推進 

目標① 支援体制の整備・充実 
  特別な配慮を必要とする子どもの「切れ目のない」支援の充実を図るために、特別支援教育に関する研修
会の開催、地域における教育・医療・保健・福祉・労働等の関係部局・機関との連携・協働を円滑にするた

めのネットワークの構築等に取り組み、園内外の支援体制整備を進めます。  

目標② 個別の教育支援計画等の作成・活用及び関係機関との連携・協働  
  個別の教育支援計画（＊１）、個別の指導計画（＊２）等の作成・活用の方法に関する研修会の開催、保護
者との信頼関係を築き、全保育者等による組織的な支援に取り組むことを通して、長期的な視点に立ち、特

別な支援を必要とする子どもの実態把握や教育・保育の方針等について話し合い、関係機関との連携を図

り、切れ目のない指導・支援の充実を進めます。  

 

＊１ 個別の教育支援計画とは 

長期的な視点に立ち、家庭や福祉、医療等

の関係機関と連携し、園や学校が中心となっ

て作成するものです。 

 

＊２ 個別の指導計画とは 

園や学校が責任を持って作成し、指導内

容・方法等を明確に示すものです。 

 

県内の保育現場では、保育人材不足が課題となっ

ています。 

県と鳥取短期大学は、締結した協定をもとに、連

携・協力して県内の保育人材の養成、確保及び定着

と保育・幼児教育の質の向上を図っています。 

また、鳥取県保育士・保育所支援センター（とり 

っぽ）を中心とした保育人材確保のための取組（若

者への魅力発信、潜在保育士等の就職支援、現役保

育士等の離職防止、職場環境改善、修学資金貸付

等）を実施しています。 

「とりっぽ」では、中学生・
高校生や潜在保育士を対象
に、保育体験の機会を設けて
います。 
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柱２ 保育者の資質・能力の向上 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（１）研修体制の整備 

目標① 体系的な研修計画の整備・充実 
「鳥取県保育者キャリアガイドライン」(＊)を活用した研修の実施等、役割や経験年数等に応じて保育者

に求められる資質・能力を明確化し、目標に照らした効果的な研修ができるよう研修内容を体系的に整理し

て示すなど研修体系を整え、その充実に努めます。  

目標② 組織的・計画的な研修の推進 
  幼児教育・保育施設における管理職のマネジメント能力やリーダーシップの向上を図る研修の充実、職場
環境の見直し等に取り組むことを通して、園内・園外において、園や保育者等の課題に応じた研修が組織

的・計画的にできるよう研修体制を整え、研修機会の確保に努めます。 

基本方針（２）研修内容の充実  

目標① 専門性の向上のための研修の充実 
  保育者のニーズを踏まえた研修の企画等、幼稚園・認定こども園・保育所等や保育者の課題、今日的な課
題に応じた研修ができるよう研修方法を工夫したり、学校評価・園評価を生かしたりして、研修内容の充実

を図り、保育者の専門性の向上をめざします。 

保育者一人一人がキャリアステ

ージに応じた実践的指導力を身に

付けることが、市町村・法人全体

の教育・保育の質の向上を高める

ことにつながります。 

専門性の向上が大切です 

＊ キャリアガイドラインとは 

保育者に必要な資質・能力、それに

基づくキャリアステージに応じた人

材育成の指標を示したものです。  

保育者は、「遊びきる子ども」の育成をめざすため、幼児教育の専門家としての確かな力量を備えなければなりませ

ん。そのため、経験年数や園の課題等に応じた効果的な研修を推進し、幼児教育の質の向上に努める必要があります。

保育者の研修を更に充実し、資質・能力及び専門性を高めることにより、質の高い幼児教育をめざします。 

目標② 地域における学び合いの場づくり 
研修を通じた他園との情報共有と学び合いの場づくり、地域における保育・幼児教育関係者のネットワー

ク構築と協議の場づくりの支援等の取組を通して、保育者等が、他園の保育者と情報共有・相互理解を図

り、共に学び合うことのできる研修の充実に努め、幼児教育の質の向上をめざします。 

一部抜粋 

- 13 -



 
 

柱３ 小学校教育との連携・接続推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（１）連携の体制づくり  

目標① 持続可能な連携の体制づくり ～組織をつなぐ～  
市町村、園及び小学校等における幼保小連携・接続に係る取組への支援、小学校区等における管理職によ

る連絡協議会の充実と定着等に取り組むことを通して、子どもに関わる全ての関係者が、立場の違いを越

えて、子どもの姿を中心に対話しながら、架け橋期の教育を充実できるよう、持続可能な連携の体制づくり

に努めます。 

目標② 連携・交流の推進 ～人をつなぐ～ 
小学校区等の幼保小連携・接続に係る研修会の支援、指導助言（幼保小接続アドバイザー派遣）等に取

り組むことを通して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、子どもの育ち（姿）を語り

合ったり、互いの教育内容や指導方法の理解を深められたりするよう、幼稚園・認定こども園・保育所・

小学校等の教職員等の連携・交流の充実に努めます。 

基本方針（２）架け橋期の教育の充実 

目標① 架け橋期のカリキュラムへの発展 ～教育をつなぐ～ 
   架け橋期のカリキュラム検討・開発に向けた取組の推進等、幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳
児のカリキュラムと小学校１年生のカリキュラムを一体的に捉え、架け橋期に育成をめざす資質・能力を視

野に入れながら、地域の幼児教育と小学校教育の関係者が連携・協働して、架け橋期のカリキュラムの策定

に努めます。 

目標② 幼保小の協働による架け橋期の教育の充実 
  架け橋期にふさわしい活動の在り方、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた教育方法の改善
等、幼保小の継続的な対話の中で、教育活動を評価し、それぞれの教育を充実するよう努めます。 

鳥取県幼児教育センターでは、
「育ちと学びをつなぐ幼保小連続
～鳥取県架け橋期のカリキュラム
の検討・開発のポイント～」を作
成し取り組んでいます。 

教育・保育の相互理解を進めよう 

幼児期は「遊び」を通して、学びの土台となる資質・能力を身に付ける時期です。小学校等においては、学びをゼ

ロからスタートするのではなく、幼児期に身に付けた資質・能力を生かし、伸ばしながら教科等の学びにつないでい

くことが大切です。幼保小の円滑な接続をめざす３つの「つなぐ」（「組織をつなぐ」「人をつなぐ」「教育をつなぐ」）

をキーワードに、０歳から１８歳までの学びの連続性を配慮し、「架け橋期」の教育の充実に努めます。 
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柱４ 子育て・親育ち支援の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（１）「親と子の育ちの場」の充実 

目標① 多様な場を活用した交流機会の提供 
  保護者同士の仲間づくりの支援、地域の人材・資源を活用した親・子の居場所や遊び場づくりを行う市町
村を支援等の取組を通して、保護者同士がつながりをもち、心にゆとりをもって子育てができるよう、保護

者同士の交流を深める支援に努めます。 

目標② 保護者の育ちを応援する学びの機会の充実 
  家庭教育の重要性の発信等、保護者が家庭教育の重要性につ
いて理解を深め、喜びと自信を感じながら子育てができるよう 

保護者の学習機会の充実に努めます。 

目標③ 親と子の生活習慣づくりの支援 
  生活習慣の重要性の理解推進等、家庭でのよりよい子育て 
環境をめざし、家庭や地域と連携して、親と子の望ましい生活 

習慣の確立を支援するよう努めます。 

基本方針（２）子育て・家庭教育支援体制の充実  

目標① 関係機関と連携した子育て・家庭教育支援体制の充実 
幼稚園・認定こども園・保育所等や地域の連携による子育て支援の推進等、保護者の多様なニーズに対応

するために、関係機関と連携し、地域ぐるみの支援体制の整備、充実に努めます。 

目標② 家庭や地域における子育て・家庭教育支援体制の充実 
子育て支援事業の実施等、未就園児のいる家庭や地域における子育てを充実したものにするために、関

係機関と連携して子育て支援体制の充実に努めます。 

基本方針（３）地域における園のセンター的機能の整備  

目標① 幼稚園・認定こども園・保育所等におけるセンター的機能の充実 
幼稚園・認定こども園・保育所等が、地域の子育て支援センター的な役割を果たせるようにするととも

に、地域の子育て・家庭支援の担い手となる人材の育成や活用に努めます。 

家庭教育を支える取組を進めよう 

子どもたちの健やかな成長のためには、保護者自身が子育てに喜びと自信を感じ、ゆとりをもち安心して子育てが

できることが求められます。 

乳幼児期からの親子の愛着関係の形成や家族との触れ合いを通して、子どもたちの豊かな情操、自分自身や命を大

切にする心や思いやりの心、社会性や基本的生活習慣などが育まれます。家庭は、子どもたちの自己肯定感や人格形

成において大きな役割を担っており、保護者と共に子どもの育ちを支えていく取組を推進していく必要があります。 

「親と子の育ちの場」としての幼稚園・認定こども園・保育所等の機能や特性を生かし、地域の関係機関が連携し

て、家庭を支える子育て支援体制の充実に努めます。 

家庭教育や子育ての
専門的な知識を持つ
「家庭教育アドバイザ
ー」を講師として派遣
しています。 
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柱５ 地域とともにある幼児教育の推進  

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針（２）地域とともにある園づくりの推進 

目標① 地域資源の積極的な活用 
  鳥取県における「ふるさとキャリア教育」を推進し、地域の自然に触れたり、地域の人々と交流したり、
地域の施設を活用したりするなど、地域との連携を図る取組を推進します。 

関係機関と連携して取り組もう 

子どもの健やかな育ちを支援していくため、県と市町村の幼児教育と児童福祉、子育て支援、保健医療など様々な

関係機関が連携して、総合的な幼児教育の取組を推進し、県全体として各種施策等の展開をめざします。また、県内の

市町村における地域の実情に応じた幼児教育の取組を支援するとともに、鳥取の豊かな自然・文化などの地域資源の

活用や地域の人との交流を通して、これからの時代に必要な力やふるさと鳥取に愛着をもった子どもの育成をめざし

ます。 

目標② 子どもをともに育む地域づくり 
   地域とともにある園・学校づくりを推進し、全ての子どもたちが、安全・安心に過ごし、豊かに生活す
ることができるよう地域と連携・協働した取組を推進します。 

 

ふるさとキャリア教育を発達段階に合わせて系統的に取り組むよ

う、幼児期から高等学校までの縦のつながりをもたせています。 

ふるさとキャリア教育の充実 鳥取県における「ふるさとキャリア教育」の推進 

鳥取県における「ふるさとキャリア教育」のめざす人間像 

１ ふるさと鳥取に根差して、グローバルな視点で考え行動

することができる人材 

２ 鳥取県に誇りと愛着を持ち、ふるさと鳥取をさらに継

承・発展させようとする意欲や態度を身に付けた人材 

３ 社会の変化に対応しながら新たな価値を創造すること

ができる人材 

４ 自立し、自分らしい生き方を実現するとともに、将来に

わたりふるさと鳥取を思い、様々な場面でふるさと鳥

取を支えていくことができる人材 

 

基本方針（１）幼児教育・保育施設と関係機関の連携・協働 

目標① 連携体制の構築 
市町村における保育担当課と教育委員会の連携・協働への支援等、県及び市町村における幼児教育関係機

関の連携体制を構築します。 

目標③ 多様な幼児教育・保育施設の連携推進  
  地域のニーズに応じた特色を生かした園づくりに努めるとともに、施設種を超えた保育者等の資質向上に
関する支援及び研修会の開催、幼稚園・認定こども園・保育所等の幼児教育に係る相互理解の場の提供等

の取組を通して、保育者等が相互に幼児教育について理解を深め、子どもの豊かな経験や学びにつながる

よう、幼稚園・認定こども園・保育所等の連携推進に努めます。 

目標② 市町村における幼児教育の充実に向けた政策プログラムの策定・改訂 
県教育振興基本計画における幼児教育の内容を踏まえ、市町村では、地域の実情や課題を踏まえた幼児

教育の振興に関するプログラムを福祉部局と教育委員会の連携のもと策定・改訂することなどにより、幼

児教育の充実に関する施策を効果的に推進するように努めます。 
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幼児教育の拠点機能の強化を図るため、平成２９年４月に鳥取県教育委員会事務局小中学校課内に「鳥取県幼児教育セ

ンター」を設置しています。 

鳥取県幼児教育センターでは、鳥取県教育振興基本計画に基づき、市町村、園の連携・協力による発達や学びの連続性

を踏まえた幼児教育を推進しています。 

 

《主な業務内容》 

  市町村、幼稚園・認定こども園、小学校等の教職員等を対象に、以下の内容を柱に取組を推進しています。 

（１）設置者（市町村・法人等）の支援に関すること  

（２）調査・研究に関すること 

（３）園・学校の支援に関すること 

 

《主な支援内容》 

  鳥取県幼児教育センターには幼児教育担当指導主事、幼児教育支援員、保育専門員、幼児教育アドバイザーが、小中

学校課及び東・中・西部教育局に配置されています。各種研修会の開催や、訪問による園の現状と課題の把握、園内研

修支援、小学校との連携、情報提供などを通じ、各園、地域の実態に応じた支援を行っています。 

（１）園訪問による支援  

（２）幼保小連携・接続への支援 

（３）研修機会の提供 

５ 鳥取県幼児教育センターの役割と活用 
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